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【コンソーシアム実施体制】 

事業名：福祉✕環境連携で創るウェルビーイング社会 

自然と関わる居場所・役割創りで社会的弱者が主体的になる社会へ 

１．コンソーシアムを組成する目的 

構成団体は近畿圏において、環境問題の調査・研究、政策提言、環境教育、イベント企画、市民

活動の相談業務や人材育成等を担ってきた環境に強みを持つ中間支援組織です。公害問題への取

り組み・当該地域の再生支援、3R運動や環境学習、温暖化防止活動の交流・拠点運営、市民活動

相談業務や情報交流支援、ネットワーク構築、ESD 活動、セミナー運営などそれぞれに強みがあ

り、実行団体事業の特性に合わせた伴走ができる体制です。 

２．コンソーシアムの体制図 

【構成団体の主な役割】 

◆エコネット近畿／幹事団体

全体管理、本事業の事務局〈会議の準備、報告書作成、JANPIA への報告、 

連絡調整、事務手続き、広報計画、会計〉、資金分配 

近畿全体をフィールドとした環境中間支援組織として環境分野の市民活動支援（相談業務、情報

交流会や各種セミナーの開催など）を行う団体。支援の一つとして助成金に関する情報提供や申

請サポートに力を入れ、市民活動団体側の状況を助成する財団等と共有する場づくりを行うなど

相互支援を行っていたことから、本コンソーシアムの中核とする。 

◆いけだエコスタッフ／伴走支援

地域を持続可能にするための市民共同発電所運営（太陽光発電、小水力発電）、リユースショッ

プの運営、商店街との連携、高齢者福祉事業、小学校等での環境学習に実績があり、関連する

事業の伴走支援を担当。
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◆京都市環境保全活動推進協会／伴走支援 

自治会等の地縁組織と長年環境活動に取り組み、小学校区をはじめとする地域コミュニティと

の連携、海外の地域コミュニティへのごみ問題支援などを行っており、コミュニティとの連携

実績を活かして伴走支援を担当。 

◆とよなか ESDネットワーク／伴走支援 

子供の居場所づくりに関する地域資源調査・研究、子育て支援、協働のまちづくり、教育プロ

グラム開発、若者自立支援に知見を有し、関連する事業の伴走支援を担当。 

◆公害地域再生センター（あおぞら財団）／伴走支援 

公害問題に苦しんだ地域の再生に取り組み、市民の健康・福祉増進や人権啓発活動、公害経験

を伝える資料館運営も行うまちづくり団体。近年は障がい者の健康づくり、バイオエネルギー

（菜の花プロジェクト）事業など多様な事業を手掛け、それらを活かして伴走支援を担当。 

◆World Seed／伴走支援 

企業、行政と連携し、テーマを横断してまちづくり活動に取り組んでいる。現在、環境省の「地

域循環共生圏プラットフォーム事業」（大阪府八尾市）事務局、大阪市天神祭りごみゼロ大作戦の

事務局などを務めている。企業の協賛、学生のボランティア・まちづくり活動体験、多様なステ

ークホルダー伴走支援を担当。 

 

３．ソーシャル・インパクト・ボンド（SIB）を活用する目的とスケジュール 

目的：地域課題の解決に取り組む公益的活動をその地域住民・企業が自ら支える方法として、ボ

ランティアや寄付以外の方法があることを知ってもらい、自らの意志で社会課題へ投資を行うこ

とが、自らのまちのありたい未来づくりに参画する意味があると伝えることです。 
 
今回の申請事業では、実行団体事業の成果目標の一部を SIBを活用したプログラムで実施するよう

振り分けます。そのため、SIB の成果目標を実行団体が自ら作成するための支援も伴走支援で行い

ます。その支援にあたっては、環境・福祉分野、協働、ソーシャルビジネス支援等の専門家のアド

バイスも得ながら進めます。 
 
■スケジュール（案） 

 
金融会社

前期SIB（6団体） 後期SIB（6団体） （SIB出資募集業務）

2月 2021,2022年度助成金入金

6月～7月 公募 7月末採択団体決定

8月上旬

「評価ワークショップ」開催

8月中旬

※金融会社へ委託金全額支払い SIB研修 助成金より委託費受け取り

3月 SIB研修

4月 2023年度助成金入金

5月 出資呼びかけ活動

6月

SIB出資総額入金 前期SIB団体へ出資金振込

SIB部分の事業を開始

9月～

10月

11月 SIB出資総額入金 後期SIB団体へ出資金振込

12月 SIB部分の事業を開始

3月

２

０

２

２

年

度

前期SIB団体事業出資募集

後期SIB団体事業出資募集

2023年度事業費（100%) 入金 

SIB実施準備

（成果目標作成等）

2024年度事業費（100%) 入金 

出資呼びかけ活動

２

０

２

３

年

度

7月

資金分配団体（コンソーシアム）
実行団体

採択決定

2022年度事業費（50%) 入金 

具体的な活動・アウトプット・アウトカムを事業計画に

落とし込む際、SIBを活用する部分を決める

事業開始

10月
2022年度事業費（50%) 入金 

SIB実施準備

（成果目標作成等）
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金融会社

前期SIB（6団体） 後期SIB（6団体） （SIB出資募集業務）

4月 2024年度助成金入金

※900万円がSIB事業の原資

7月

12月

1月～ SIB第三者評価会

2月 ※金融会社へ評価達成事業費振込
評価達成SIB事業費

（助成金より）入金

3月 ※SIB部分未達成事業の助成額返金 出資者へ償還

２

０

２

４

年

度

SIB部分の事業終了

（助成事業全体は1月末まで）

各地域でSIB地域報告会

（成果目標達成度を報告）

資金分配団体（コンソーシアム）
実行団体
















